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旧米国陸軍地図局刊行の地形図を利用した	GIS	データ整備

― ホーチミン市一帯のマングローブ湿地を対象に ―

大　友　萌　子
ESRIジャパン株式会社

Ⅰ　はじめに

　ホーチミン市一帯におけるマングローブ湿地の
空間利用について，Otomo（2014）は，同湿地一
帯の社会生活基盤である水路1）の利用に着目し，
これを指標に空間利用の構造を明らかにすること
を試みている。
　本稿は，上記の一連の調査・分析のために基礎
資料として整備した1967年時点のベトナム・ホー
チミン市一帯における水路網，道路網，居住地，
市街地，およびマングローブ林の５項目の�GIS（地
理情報システム）データの構築・整備過程を記し
たものである。

Ⅱ　GIS	データ構築の背景

　マングローブとは，熱帯・亜熱帯の感潮域（潮
間帯上半部）に生育する植物の総称である。感潮
域という海陸の緩衝域に分布するこの植物群とそ
の生態系は，高い生物多様性や二酸化炭素固定機
能を持つことで知られ，地域住民にとって海陸双
方の環境的特徴を併せもつマングローブ湿地は，
主に海林産資源を確保する生活基盤として重要な
役割を果たしてきた（中村・中須,�1998，原田・
小林,�2012）。
　地域住民にとってのマングローブとその生態系
の重要性が認識される一方，地域開発や経済発展
を目的とした養殖池や塩田の造成，都市部での人
口増加・集中に伴う市街地の拡大等によって，マ
ングローブ林域での大規模な土地転用や海林産資
源の過剰な搾取が問題視されており（安食・宮城,�
1992，宮城ら,�2003），沿岸部における地域発展の

ためのマングローブ利用と生態系の保全・管理と
の両立が課題となっている。
　本稿で対象にしているベトナム・ホーチミン市
一帯（図１）においても同様に，地域発展とマ
ングローブ林の保全の両立の必要性が高まって
いる。同市は，約780万の人口を抱える大都市で
ありながら（2013年時点），市中心部から約30km�
南東にあるカンザー（Can�Gio）地区（人口約
７万人）に林面積約�32,000�haの広大なマングロー
ブ林を有している。この地区の森林および湿地自
体は，�UNESCO�/�MAB�の生物圏保護区として登
録され，マングローブ生態系の利用制限度別2）に
三領域に区切って保全活動が行われている（図
２）。
　また，同区の地域住民によるマングローブ利用
について，安食（2002）や井上・藤本（2014）ら
が調査を行い，集落で見られるマングローブの伝
統的・直接的な利用形態や，漁労を主たる生業と
する住民の経済状況などを報告している。
　しかしながら，２つの報告はいずれも保護区内
でのマングローブ利用を調査しており，保護区外
の地域も含めた利用について扱った事例はみあた
らない。地域発展と両立するマングローブ生態系
の利用と保全のためには，現在保護区として指定
されている範囲内のマングローブ利用に限定せ
ず，マングローブが分布可能な地域全体，沿岸か
ら内陸の都市域までを含めた潮汐による制限を受
ける塩性泥湿地全体の空間利用を把握する必要が
ある。
　これまで，マングローブ利用の評価指標として
は，薪炭材や建材の利用や，採集・漁労活動など，
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伝統的・直接的利用が主に取り上げられてきたが，
こうした利用形態は，近代化や都市化に伴う地域
開発が進む同地域では衰退すると考えられ，中長
期的な視点からマングローブの保全・管理を考え
る材料として，新たな利用評価の指標を求めるべ
きである。
　Otomo（2014）は，マングローブ利用を測る利
用指標として水路利用を設定し，保護区からホー
チミン市都心部にかけて一帯の空間利用を調査
し，水路利用形態や強度を評価することで空間利
用の構造を捉えることを試みている。水路利用を
評価指標として設定したのは，低地が広がり，常
に潮汐の影響下に置かれているホーチミン市のよ
うな地域では，一般に水上交通路が発達し，水路
は交通路としてだけでなく，漁場，生活場，輸送
路等として多用され，一帯の重要な社会生活基盤
となっていることが挙げられる（菊池,�1966，阿部,�

1989，春山,�2009）。
　上の一連の分析では，1967年刊行の同地域の１�
/�100,000�地形図を元に（図３），図郭内（図４）

図１　ホーチミン市の位置

図２　カンザ－生物圏保護区とゾーニング
（HCMC�Peopleʼs�Committee,�2012�より引用）

図３　GIS�データ作成に用いた元図
（The�Vietnam�Center�and�Archive�より入手）

図４　GISデータの整備範囲
（1�/�100,000�地形図（元図）の図郭）
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の水路網，道路網（鉄道含む）の社会生活基盤と，
分析に関連する居住地，市街地，およびマングロー
ブ林の５項目のGISデータを作成し，基礎資料と
して整備・利用した。
　当該年の地形図を用いた理由は，近年の都市域
の低地の埋め立てや住宅地の拡大，高層ビル・道
路建設等によって不明瞭になった，土地本来の水
路網やマングローブ分布を知る為である。
　また，水路以外の，前述の４項目についてもデー
タを整備した理由は，水上交通路に対する陸上交
通路との対比や変化，当時の居住立地の特徴，マ
ングローブの分布など，より総合的な視点から同
地域の空間利用を捉えようとしたためである。
　本稿では，このデータの整備過程について記載
し，今後の分析・研究の展開の基礎資料としたい。

Ⅲ　GIS	データの整備

１）１ / 100,000 地形図（1967年刊行，SERIES 
L607，SHEET 6330）について
　データの作成には，旧米国陸軍地図局（U.S.�
Army�Map�Service，以下，AMS�と略する）が
1965年に測量・収集調査を行い，その情報を基
に1967年に作成・刊行した１�/�100,000の地形図
（SERIES�L607，SHEET�6330，以下，元図と呼ぶ）
の画像データを使用している（図３，前出）。
　一図郭の範囲は60km×60km四方となってお
り， 図 郭 内 はMGRS（Military�Grid�Reference�
System）3）のグリッド（１/�100,000の元図の場合，�
１グリッドは１km�×１km�四方となる）で区切
られている。
　今回利用した地形図の画像データは，テキ
サス工科大学のベトナム古文書センター（The�
Vietnam�Center�and�Archive）4）が収集し，同セ
ンターのWeb�サイト5）で公開しているものをダ
ウンロードしている。
　同センターでは，AMS�が作成した地形図をス
キャニングし，二種類のファイル形式（PDF�形
式，JPEG�形式）と複数の画像解像度の画像を提
供しており，図郭によっては現地語版と英語版の
両方が揃っているものもある。

　参考までに，AMS�が作成した地図は，他にも
国立国会図書館やテキサス大学（オースティン
校）に保管されており，後者は電子ライブラリー 6）

においても閲覧可能である。

２）GIS データ作成の流れ
　１）で用意した元図の画像データは，GISソフ
ト7）を使用して，図５の手順に沿って判読・デー
タ化した。この際，地形図の判読やGISデータ入
力の精度を一定にするために，常にディスプレイ
上１/5,000の縮尺で作業を行った。

３）項目別判読基準
　GISデータを作成するにあたり，各項目の判読
基準および例外の処理の原則を定めている。以下
に項目別（水路，居住地および市街地，道路，マ
ングローブ林の順）に記載する。

３－１）水　　路
　元図の凡例では，水路は路幅18m�以下または�
18m以上に類別されており，河川や運河名の記載
も見られる（図６）。GIS�データとして入力する
際には，いずれもライン�データとしてトレース
し，属性として路幅と河川・運河名の情報を付与
している。また，路幅が広いものについては，ラ
インが路の中心を通るように入力している。

図５　GIS�データの作成手順
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３－２）居住地および市街地
　「居住地」としてデータを入力した凡例は，元
図において「village」と記載されている。ここで「集
落」とせずに居住地として入力したのは，元図中
で「village」に対応するベトナム語8）が複数記載
されており（「Lang」，「Ap」，「Thanh」，「Xom」），
AMSが集落として認識していた基準が統一され
ていないことと，「village」の情報がポイントに
よって記されており，正確な行政界や集落規模を
読み取ることができないためである。よって，少
なくとも地域住民が居住していた場所として当該

情報を扱うことにし，「居住地」としてポイント�
データを作成した。また，市街地については，そ
の範囲をポリゴン�データとして入力した（図７）。
　居住地のポイント�データの判読・入力の際，
印刷・スキャンの過程で記載が潰れているもの，
単一の居住地ポイントなのか複数の居住地ポイン
トなのか不鮮明な記載，元図作図中のミスと思わ
れるものなど，判断が困難な記載が見られた（図
８）。
　そこで，データ入力の原則として，元図判読時，
見た目上，一つの居住地や建物として捉えられる
ものは，どのような形状や規模であっても一つの
ポイントデータとして入力した。また，入力する

図６　水路の凡例と元図の記載例
（1�/�100,000�地形図（AMS）を加工）

図７　居住地・市街地の凡例と元図の記載例
（1�/�100,000�地形図（AMS）を加工） 図８　入力の判断が難しい居住地の記載例
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際は，元図に記載されている居住地や建物の表記
の中心位置にポイントを作成した。

３－３）道　　路
　道路については，図９のように，道路全般（普
通自動車が通行可能と思われる幅員の道路すべ
て），小道，人道，線路の４つの詳細項目に分類し，
それぞれデータを入力した。

３－４）マングローブ林
　元図には，マングローブ植物と思われる凡例の
記載が２項目存在する。「Nipa」と「Mangrove」
である。前者は学名と綴りが異なるが，�Nypa�
fluticans�であると推察でき，後者はマングローブ
植物個体というよりは，数種類のマングローブ植
物で構成されるマングローブ林を意味すると考え
られる（図10）。元図の作成当時，AMS�がマン
グローブについてどのように認識していたのか定
かではないが，Tomlinson（1986）によるマング

ローブ植物の分類では，�Nypa�fluticans�は主要な
マングローブ植物として認定されており，Nypa�
fluticansの分布域には他のマングローブ植物も分
布していたと考えられるため，この２項目はどち
らもマングローブ林とし，同一のポリゴン�デー
タとして入力した。

４）精度について留意すべき点
　データ作成の元資料は，1967年に刊行された後
現在まで保管されていた１/100,000�の紙ベース
の地形図をスキャニングして画像データ化したも
のである。そのため，印刷時や保管中，スキャニ
ング等の過程で地図に相応の歪みが生じている。
　幾何補正後の簡易な精度検証9）では，実際の地
理的位置と20 ～ 30m程度の誤差が生じている場
合があることが分かっており，データを利用する
際には，上の精度を考慮して用いる必要があるこ
とに留意したい。

Ⅳ　作成した	GIS	データ

　以上の手順で作成したGIS�データの概要を表1
にまとめ，項目ごとに図を載せた（図11，図12，
図13，図14）。データはすべてファイル�ジオデー
タベース（.gdb）10）にフィーチャ�クラスとして格
納している。

表１　作成したGISデータの概要

図９　道路に関する凡例と元図の記載例
（1�/�100,000�地形図（AMS）を加工）

図10　マングローブに関する凡例と元図の記載
（1�/�100,000�地形図（AMS）を加工）
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図12　水路図

図11　居住地および市街地図
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図14　道路図

図13　マングローブ林図
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Ⅴ　まとめ

　本稿は，ベトナム・ホーチミン市一帯のマング
ローブ湿地の空間利用構造を明らかにするための
基礎資料として整備したGISデータとその作成過
程の報告である。
　GIS�データは，旧米国陸軍地図局が1967年に刊
行した地形図を基に作成しており，水路網，道路
網，居住地，市街地，およびマングローブ林の５
項目について判読・データを入力している。当時
の空間利用とマングローブの分布の関係性や人口
分布など，今後の分析に活用したい。
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注
１）本稿で水路と定義づけているものは，次のもの

である。潮汐により出現・消失を繰り返す小規模
な流路，河川の主流路・分流路，また，人工掘削運河。
データ作成の際には，上記の区分にはこだわらず，
すべて水路として入力している。

２）UNESCO�/�MAB�の生物圏保護区には，利用制
限度に応じて，Core�Zone,�Buffer�Zone,�Transition�
Zone�の３ゾーンが設定されている。

３）UTM�座標系および�極座標系（UPS）上の位置
を定義するための地理識別子。

４）The�Vietnam�Center�and�Archive,�Texas�Tech�
University

５）URL:http://www.vietnam.ttu.edu/index.php
６）The�University� of� Texas� Libraries（URL:�

http://www.lib.utexas.edu/maps/ams/）
７）ArcGIS�10.2.2� for�Desktop（ESRIジャパン株式

会社）を利用した。
８）本稿中ではベトナム語の声調は省略しアルファ

ベットで記載した。
９）現地調査時に取得したGPS（Garmin�eTrex�20J）

の位置情報と簡易比較。
10）ESRIジャパン株式会社の�ArcGIS�製品共通の

データモデル。


